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花粉と胞子の見わけ方(その遠)

13被子植物単子藁類の花粉

被子植物のうちで双子葉類と相並び比較されるのは単

子葉類である.この類の申紀はよく知られているよう

にササ｡イネ･タケ･ヤシ･ユリなど私だもにとって

なじみの深い植物カ童多く含塞れている.これら単子薬

植物の花粉化石もま夜当然地層の中から見出されること

がある.では前にのべた被子植物双子葉類のものと

はどういうように違うのだろうか.代表的なものにつ

いて調べてみよう.

単子葉類の花粉の形としては4つの基本型紬ある.

それを表にしてみると次のように在る.

4簸粒型一ガマ(丁榊ha)ラン科(0rchidac6ae)その他

単講型一ヤシ科(P登玉mae)その他

単1コ型一イネ科(Gramineae)タコノキ(Pandanus)そ

の他ここで口としたのは即ertu雌の訳で

双子葉類のporeとことなった形態をもっている

無口型一ミクリ(Pota㎜ogeton)バショウ(舷びsa)その

他

4口型一カヤツリグサ科(Cyperaceae)〔スゲ(Carex)を

合む〕この型のものは11コは極に他の口は粒

の1部に熱る

指殊型一ラン科(◎㈹滋曲㈱鵬)その惚

柄が勘聾蒙粒嚢たは多数が互いについているも⑳

参集粒型一茅ン科(Orc鮎曲㈱総)その他

こうした基本型によって調べる前に顕微鏡の下で観

察した時の単子葉類花粉の通性ともいうべきものをのべ

ておこう.単子葉槙物の花粉は双子葉のもの紅くら

べて花粉管口の配列が劾私的や規則的ではなく齢る

ものは極近くにあったり互いに集まった状態を塁し花

りしている｡またその口も突出するものは少扱くそ

れを区別す馬だめに｢孔｣の代わりに｢口｣という

表現をしてみた.

“

Typhaの略図

徳永露元

までの形を示すものが多く外膜も双子葉のものにくら

ぺて全般的にはややうすい感じ沸する.こうした

表現は芽常に直観的であ蕎けれども手カミかりとなるこ

とである.次に代表的なものにっいてのべよう.

4棄粒型一双子葉植物のシャクナゲ科のような形態

をして〉'るが花粉管口や溝の配列がこと.なる.

Typh護:4集粒型のものがある各粒の繍ぴつきはゆる

くいろいろな形になっている欠ききは約18局26

μ各粒には管口が五つづつありPの周囲には小

さいひだなどがある外膜はうすく小さい泡状の

もようがある

0rchidac6雛:この科のものは4集粒型のものがあるが菱

形4面体(講座③参照)をなしているものが多い.

単溝型一双子葉花粉と似ている

Palma像:大多数のものは単溝型外形は楕円襲たは円形

背部(溝のない方)はやや丸みをおびている大

きさは婁ト70μまである外膜表面の模様は平滑

･粗･粒状などいろいるある

粒形は楕円形より不規貝肱長楕円体
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蝉口型一粒のどこかにヱつのロカ主ある

Gra㎜ineae:単子葉植物花粉の中ではよく見られる種類で

数100種ある形は単粒であるが不規則な楕円形

をしているその大きさは20〕100μまである

単口であり口の蔑わりがも参上がっているものが多

い撤のどこかに五つの口がみ見るこの科に属

する植物の花粉の大意窓を表にしてみると草類は

小さい群の中に穀類は大慧い群の中にと明らかに

婁つに分けることがで慧る

この点からして区別もて護るが小書い形のものに

は小惑いPが蔽う大慧いものには大慧な口がある

蟻

琮昮

陶室盆㎜O騨竃鰯のスケッチ

(Wo細h⑪職1953から)

t,f.11時駒匁溝

虹.菖､:hyai1蹴体
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花粉の1例(Wodehouse1935p.304)

Gramineaeの大きさによる分類(Firbas1935)

おもな種類18…Poa30…Zea

1～26草萎巨27～36覆受萎貫
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三面型砲手のスケッチ(P舳91953から)

無型一花粉管孔または口状のものがみられない一

この形のものは裸子植物のTaxOdiaceaeや双子葉類

のPopulusなどと間違いやすいが形カミ大きいもので

あるとかhyalineと称する透明狂球体があることで区

別がつく.

Musa:無1コ型球形で大きく50～200μもある表面に

は条状のもようが入っているものもあり外膜はう

すく内膜は厚く透明である

Potamogeton:無口型湿った場合は楕円体または球形と

なる20～30μ外膜にはこまかい網目状のもようが

あり乾燥した時にはしぽんで溝があるようにみえ

るまた透明なhya-ine球体がみえることがある

4口型一1つの口は極に他の3口は粒の周囲にある.

Cyperaceae:多くの種類があるカ主その中に4型のも

のがある.CranwellによるとこのCyperaceaeは

次のように分類することができる一

(1)粒外形は洋梨型または1地物線型･…口発達

･底部の口が発達

･n口なしあるいは

ほとんど見えない

(2)粒は球型･…口4つそれ以上

･口なし

Carex(スゲ)は湿っている時は卵または洋梨形.

Wodehouseによれば単口型だが幾瀬による日本の

Carexは4口型を呈してV･る｡

特殊型一粒に柄カミついていたり特殊型をなしているも

の.Orchidaceaeに多い.たとえばエビネ(Calan･

the)ミスチドリ(P1atanthera)などは柄によって数個

がついている.それらの単体は20～50μぐらいである.

多銘粒型一Massulaといって粒カミ多く集まっている

もの.0rchidaceae(ラン科)のものの1部.アツモ

リソウ(Cypripedium)祖ど.

このように単子葉類の花粉というものが双子葉類の

ものとことなっていることがわかる.いままでの花粉

の分析結果をみてもたくさんある単子葉植物のうち

ヤシ科(Pa1mae)イネ科(Gramineae)禾本科(Cype･

reCeae)祖どのものがもっともよく調べられている.

14隠花植物の胞子

一般に隠花植物といえば花をもたずしたがって花粉

で繁殖せず胞子によってふえるものでむずかしくい

えぱ地衣植物･藻状植物･造卵器植物(苔類)･維管束

植物中のシダ植物などを含んでいる.こうしたうちで

もシダ類(Pteridophyta)は分化した根･茎.･葉など

を持っていてその中でもっとも高等なものである.

また轟苔類(Bryophyta)は轟類(Musci)と苔類(He･

paticae)にわけられるカミ非常に多くの種類カミあって

轟類は14,000以上苔類は約9,000の種類があるとV･

われる.こうしたものの胞子も当然堆積物の中に入

っているし花粉分析の結果化石としても見出されるの

でそのうち重要なものをあげることにしよう.しか

し轟苔類や菌類の胞子についてはその属種名まで検討

したものは少ないので形の上での分類に止めておくこ

とにする.

シダ類の胞子

シダ類の胞子については基本的には3～4の型に区

分することができる.

ρ%ツ〃｡∫加〃卵〃g榊(はちく)

(単子葉･ほもの科)�
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形態によ'る胞子属名(吾燃aε口v畿｡deぶら)

外形の分類I-Alete無条型(円形)またはCataporate

1I-Mono1ete単条型(扁豆形をなすことが多い)

皿一Tri1eteY条型または3条型

これらの和名は私が仮にっけたものだが基本の形と

いうものは英米独各国の研究者でも共通のようである.

またドイツのフルｰクに羊ると3面をもつ胞子も別に分

類されておりこの形のものはわが国の石炭の中からも

よく見出される.またまれに4っ集合した形のものも

みられる.Iから皿型までの形を示すもののうち

化石種と関係あるものなどをあげれば次のようにな

る.

丁亙亘亘ete8M0双01eteS-k旦e雀e

(三条型)(単条型)(無条型)

Dryopteris(オシダ)*Dryopteris*OphiogIosum*

Lygodium(カニクサ)Polypodia㏄ae(ウラボシ科)

Lycopodium(ヒカクノカズラ)0smunda(ゼンマイ)

Ophioglossum(ハナヤスリ)*Gleichenia*

Pteris(イノモトソウ)

Schizaeaceae(フサシダ科)*

Polypodium(エゾデシダ)

キ印は2形にま

Gleichenia(ウラジロ)*たがるもの

特殊型三面型

Equiset纈口1(トクサ)Schizaea鯛ae

みよう･従来の花粉分析ではその研究の目的が気候変

化や植物群変遷などにおもきをおいているのでシダ類

の胞子化石にまでふれているのは少ない.しかし実際

に花粉分析を行なってみるとどんな堆積物にも胞子化

石は含まれておりそれが多い試料になると樹林の下

草となっている隠花植物の様相もわかることになる.

前にあげた分類に従って説明してみよう.

Dryopteris大部分M㎝oleteだが1部Trilete35～55

μ表面には短い鯨がある

しygodium:Trilete型外形は丸い3角形50～80μ

表面には顕著な粒状のもようはなく透明に近

い底面が3角形に近い四面体を呈している

しycopodium:Trilete型四面体･20列5μ表面には網

目状のもようがあり突起の列はすじのように

なってみえ比肩では網目やY字模様の差異

によって2種にわけている

Ophioglosum:Trilete型四面体34～40μ極からみる

と3角形時によりA1ete型のものもある

Polypodium:Monolete型40～80μ外皮は透明に近い

多くは扁豆状を呈するがその溝は紋の両端

まで達しない

0smunda:MonoleteまたはTri1ete型犬きさは40～

80μ表面には粒状にみえる突起がある

Gleich㎝ia:大半はTrilete型で四面体形25～50μ

極はあまり突出せず平たい

Equisetum:A1ete型または変形の4集粒40～45μ

まれに割れているものがある.

Schizaeaceae:Mono!ete型75“100μ外皮は褐色を

示して厚さ4μぐらいのものもある胞子

としては大形の方である化石種では3面

型のものにこのSchizaea㏄aのものがある

以上のようにシダ類の胞子には同じ属のものであって

も2～3型にまたがるものがあり花粉のようにほぼ属

ごとに形がことなるという利点が少ない.したカミって

化石からその属名を直ち1こ判定するわけにはゆかず細

かく区別されていない.

こうした胞子の分類はその属名炉わかっているもの

をまとめたものだがこれと反対に化看として見出され

たもので形の特長はっかめる秘植物名添わから榊'も

のはどうしたらよいだろうか山胞子ぽも形態によって

分類するやり方もあり蟻鶯シビアにいたトｰマス･フ

ァンデア･ノ㍉ンメン(n⑪醐鵡繋搬細貧搬鰯狐en)と

いう人は上はのべた基本的匁形と表面の彫刻のもよう

との組合わせで表現を行扱っている由次と免はTri1ete

型でP§ilぬS型のもよう(蓄纏③鋼)の潜るものは

Psi1at洲竃tersという属名をとる.蛮だ表繭に蕨があ

りEch亘n就蝸型の周多刻をもっているものは駄鮎tri1etes

というように表現している上図はその例である.

シダ植物の胞子のうちで潟も扱ものを以下に説明して

蕪苔類の胞子

いわゆるコケの類で藤類(Musci)と苔類(Hepaticae)

に区分されるがこのものの胞子も堆積物の中に入って

いる.これらの分布は岩石や樹皮水面水中だと非

常に広い.それで入り方いかんによってはいろいろ

と堆積物の形成を考える上での参考となるものである.

こうしたものの胞子をシダ類のものと区別するのは相当

むずかしくたとえば代表的な轟類23科の胞子の形をし

らべてみるとAlete型14Trilete型63負型3

となっている.一方苔類の方はどうかというとおも

なもの41科ではAlete型293角型4M㎝olete型3

Trilete型3である.ここでいう3角型とは外形3

角であるカミY字模様がない.�
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菌類胞子の形態分類

こうしてみるとシダ植物の胞子をくらべてs角形のも

のでY字模様のないものは轟苔類の胞子の可能性はあ

るカミその他は現在1では校がたか匿別しがたいというこ

とがわかる.

菌類の胞子

菌類の胞子は堆積物の中にもよく見出される.前に

も菌類の胞子はこい茶色をして他の胞子とは区別ができ

るということを述べておいたが石炭の中にもこれらが

しばしば見出される.こうした菌類の胞子を形の上か

ら分類したものは鴛ロンビアのトｰマス･フアンデ

アり･ンメンで彼はその形を上図のように示している.

こうし花形の胞子の大きさは15～30μ程度であり比較

的小さい山

菌類の胞子には花粉管孔のようなものは紅くその表

面に穴は!つ2つ3つ多数というように配列して

いる.また粒が2つまたは多数というように互いに

っいているものカミある､古生代や中生代の石炭中には

この菌類の歯統がかたまりとなってよく残っており

SC1erOtiu㎜(菌核)としていろいろ分類されている.

中生代以降になるとそう大形のものはみられなv'が小

形のものは時折含まれている.したがって地質時代が

降るにつれてその重要さというものはうすらいではいる

が植生の状況をさらにくわしく知るためまた観察の

途中でか恋ゆ多く見出されるものとして取り上げやぱ

ならないものである.

15隠花植物の歴史

隠花植物が顕花植物よりも早くこの地球上に出現し

たことはすでに多くの化石によっても証明されている.

わが国の例によってみても古生代デボン紀の鳶ケ森

層(岩手県)から産出するのはシダ植物ヒ勿ゲノカズラ

類のLept0曲0eumなどである1これはわが国で植

物化石葉としては最も古いものだがさらぽ降って二畳

･石炭紀では肩灰岩の中から石灰藻が非常に多く見出さ

れている,

三畳紀の大嶺･成羽などの植物群はよく調べられてい

るがその中の州鰯αま08切δω伽gα肋から今野円蔵

博士は裸子植物の花粉とくに突起のあるセコイア

(Sequoia)類似のものを認めておられる.ζの事実か

らわカ幅でも三畳紀中期あたりから明らかに被子植物

が存在していた確かた証拠がえられたわけである.

世界における胞子化石の研究をみるとよく調べられ

ているのはドイツのザｰノレルｰルなどの講炭囲でそ

の地層は下部石炭紀の鴛一レンカルク(KOh1enkalk)層

に含まれているもので米国では中部大炭田の爽炭層を

構成しているペンシルヴエユアンのものである.これ

らの化石の研究結果は蟹⑪～2簑の形として区別が行なわ

れその含まれ方の状態を層別に調べている.幸い祖

ことにはこの時代の胞子の形というものカ茎米大陸で

も欧州でもほとんど同じである.いいかえれば古生

代石炭紀時代のこの類の植物の分布は汎世界的であっ

て地域差というものがあまり胞子形まで影響を与えて

いなかったためであろう.しかし同じTriIete(3

条)型でY字の条をもっている胞子でも古生代のもの

と錫世のものとでは形や大きさは相当異なっている.

たと免ば古生代のものは粒の外側に複雑放{かざり'

がついていたり大きさも2醐にもおよぶものがみられ

むしろ現生のシダ練物の胞子は形の上からは単純

化1小型化してきているといえるだろう曲ここにもシ

ダ植物の衰退の証拠をはっ書りと読みとることができ

る.

ようやく花粉と胞子の形態についてだいたいの説明を

終わった.次回はこうして鑑定した結果を集めて解

析してゆく過程についてのべてみよう.

(筆者は燃料部石炭課)
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